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る前立腺特異抗原（PSA）産生に対するMelatoninの
影響を検索すると共に，Melatoninの作用機序を明ら
かにしょうとしたものである．その結果，①LNCaP
細胞にもMelatoninの核受容体が発現されることを
RT－PCR法により確認できたこと．②Western　blot
法により，MelatoninはLNCaP細胞のAndrogen受容
体（AR）の発現を単独では抑制できないが，　DHT投
与による充進を抑える傾向にあること．③
MelatoninはLNCaP細胞のPSA産生・分泌を濃度依
存性に減少させること．④DHT（dihydrotestoster－
one）の投与ではPSA産生を濃度依存性に増加させ
るが，その増加はMelatonin投与によりほぼ完全に抑
制されること．⑤今回用いたMelatonin量では細胞
増殖の阻害は観察されないことが分かった．
　以上の結果より，Melatoninは自身の核受容体を介
してAndrogen受容体の発現よりはむしろAndrogen
反応蛋白の発現を抑えることが示唆される．しかし，
腫瘍細胞の細胞増殖機序は重要であり，今後細胞分裂
に関与するInsulin－like　growth　factor（IGF）等と
Melatoninとの関係についても検討する必要がある．
潮型HGFを特異的に測定するHGF「オーツカ」
ELISAキットを用いた．非活性型HGFを活性型に変
換する目的で，硝子体液に同量の正常人血清を混和し
37℃で2時間反応させた．血清処理群，血清未処理群
およびインキュベーションしない群の3二間におけ
るHGF濃度を比較検討した．
【結果】PDR検体における平均HGF濃度は，イン
キュベーションしなかった群，血清未処理群，血清処
理群の順に4．08，4．10，　5．26　ng／mlであった．　MH検体
においては，同順で1．66，　1．62，　201　ng／mlであった．血
清未処理群では，PDR検体においても，MH検体にお
いても，インキュベーションしなかった群と比較して
有意差は認められなかった．一方，血清処理群では
PDR検体においても，　MH検体においても，　HGF濃
度はインキュベーションしなかった群と比較して有
意に高値を示した．その増加率はMH群で129％，
PDR群で126％であった．
【結論】PDRでの硝子体液中HGF濃度の上昇は活性
化の充進ではなく，総HGF濃度の増加によると考え
られた．
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【目的】HGF（Hepatocyte　growth　factor）は活性のな
いプロHGFの形で分泌され，活性化されて成熟型
HGFとなり受容体に結合し作用する．我々はこれま
でに糖尿病増殖網膜症（以下PDR）の硝子体液では
活性型HGF濃度が上昇していることを報告し，　PDR
の血管新生にHGFが関与している可能性を指摘して
きた．しかし，硝子体液内で活性型HGFが増加して
いる機序は不明である、今回我々は，PDR硝子体内で
のHGFの増加が，　HGF総濃度の増加によるものな
のか，活性化の充進によるものなのか検討を加えた．
【方法】PDR　8例，対照として黄斑円孔（以下MH）6
例に対し，同意のうえ眼科手術中に硝子体液を採取
し，測定時まで一80℃で保存した．HGFの測定は活
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　βアミロイドペプチド（Aβ）はアルツハイマー病
（AD）脳で疾患特異的に観察される老人斑の主要構成
成分である．老人斑の出現，即ちAβの蓄積はADカ
スケードの最上流に位置する現象で，その回数十年に
渡って引き起こされる神経病理学的変化の引き金に
なると考えられている．従って，Aβ蓄積の防止または
Aβの脳内からの積極的な排除はADを克服する正
当な手段となる．最近のAD研究より，　Aβの脳内分
解システムにおいてneprilysinが中心的な役割を果た
していることが明らかにされた．Neprilysinの発現は
全身で認められ，末梢組織では血圧の調節に関与して
いることが示されているものの，脳内での役割や局在
はいまだ不明な部分が多い．Neprilysinの脳内局在性
が明確になればAβ分解部位とAβ蓄積部位を関連
づけることが可能になる．そこで我々は，neprilysinに
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